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　現在のユネスコ世界ジオパークのガイドラインには「管理運営団体は圏域内において化石・鉱物・磨かれた
岩石・いわゆる「石の店」で通常見られるタイプの装飾用の石等の地質学的なものの売買に直接関わってはな
らず、（いかなる産地のものであろうとも）地質学的な物質の持続可能でない取引全般を積極的に防ぐべき
」と記載されている。また、最も古いガイドライン（2004）を見ても「地質物品の販売禁止に関する記載と
して鉱物や化石を販売しないという倫理的判断をしなければならない」と書かれていることから、ジオパーク

はその草創期から地質物品の非持続的な販売にNOという立場を表明していたことがわかる。 

 

　現在流通している地質物品には、国際社会の持続可能性に脅威を及ぼすさまざまな問題が付きまとう。各国

の政府から許可を受けない多くの鉱山や採石場では、破壊的な鉱物や化石の採取に加えて、深刻な環境問題

（生態系、生活環境への負荷）、労働問題（危険な労働環境、作業員や家族への健康被害）、さらには人権や

紛争にかかわる問題が発生している。私たちは、こういった非持続的問題のある採掘場から産出された地質物

品を販売（購入）することで、これらの問題の助長に、たとえ無自覚であったとしても関与することになって

しまう。 

 

　ジオパークの活動を通じて持続可能な社会を創りだそうとしている私たちは、地質物品に地域も間接的に関

わる世界的な問題があることをまず認識し、どのような行動をとるべきかよく考える必要がある。これは私た

ちがジオパークのガイドラインの趣旨をより深く理解するために必要な作業でもある。
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